




Latent fetal distress の胎児予後を改善するには,まず第一に早期に適確に診断し,適切

な時期に分娩を誘導する必要がある。現在 1atent fetal distress の内分泌生化学的診断

法として,母体尿中 estrio1 値を始めとして数種の検査法が一般臨床に用いられているが,

必ずしも満足すべき結果は得られていない。又,high risk 妊娠においては,合併症の種類

や病態によって,それぞれ有用な胎児・胎盤検査法を選択する必要があると考えられる。本

研究では,妊娠中毒症例を対象に,各種胎児胎盤機能検査法の意議を検討した。 


